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■ 秋田市全体の世帯数は増加傾向にあるが、人口は減少傾向にある。
■ 秋田市全体の人口は減少傾向にあるが、令和2年は増加に転じた。
■ 中心市街地の人口は令和元年に減少したが、令和2年は増加に転じ、4,000人以上と

なった。
■ 平成17年から令和4年にかけての市全体の世帯数は5.7％の増加で、中心市街地も

37.1％と大幅な増加が見られる。
■ 人口、世帯数ともに市全体に占める中心市街地の割合は増加傾向にある。

（１）人口動向
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「中心市街地活性化基本計画」を策定し、認定されることで関係府省庁によるさまざまな
支援を受けることができます。

中心市街地の活性化に関する法律に基づき、少子高齢化、消費生活の変化等に対応し、
中心市街地における都市機能の増進及び経済活力の向上を総合的かつ一体的に推進。

市町村がまちづくり会社・商工会議所等による協議会と連携し基本計画を作成。国の
認定を受けた計画に対し、関係府省庁が連携して重点的に支援。

「中心市街地活性化促進プログラム」（R2.3.23中活
本部決定）を策定し、自治体へのアドバイスの強化
などを実施中。【第2期まち・ひと・しごと創生総合戦略

（R1.12.20閣議決定）】

中心市街地を取り巻く社会・経済状況の変化
   人口減少・少子高齢化の進行、遊休資産の拡大
   外国人観光客の大幅増、小売業態の変化等

■ 基本的な方針　　　　 ■ 位置及び区域
■ 目標（定量的な数値目標）
■ 中心市街地活性化のための事業

　
■ 推進体制 など

1.市街地の整備改善
2.都市福利施設の整備
3.街なか居住の推進

4.経済活力の向上
5.公共交通機関の
　利便性増進等

■ まちづくり会社
■ 商工会・商工会議所
■ 民間事業者、地域住民 など
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■ 中心市街地において、高齢者数（65歳以上）が増加している。令和2年には高齢者
割合が33.4％となり、市全体の31.2％を上回っている。
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■ 街なか居住へのニーズの高まりは依然として持続しており、平成29年度～令和3年度
にかけて、中心市街地内において7階建て以上のマンションが3棟整備され、賃貸・
分譲合わせて約200戸増加している。

■ 平成28年の中心市街地の小売店舗数は、357件となっている。
■ 市全体の小売店舗数に占める中心市街地の割合は平成28年に15.5％となっており、

平成16年から緩やかに減少してきている。
■ 大型店舗の撤退を受け、小売店舗として計上されていたテナントが大幅に減少して

いる。

（２）商業動向

■ 平成28年における中心市街地の小売業年間商品販売額は、389,288百万円となって
いる。

■ 市全体の小売業年間商品販売額に占める中心市街地の割合は、平成26年に9.5％と
なっており、平成14年から減少傾向にある。
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■ 地域経済分析システム（RESAS）によると、中心市街地を包括するエリアにおける
令和3年の産業割合は「飲食店」が最も高く、次いで「販売・卸」が高い。

0 % 10 % 20 % 30 % 40 % 50 % 60 % 70 % 80 % 90 % 100 %
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■ 中心市街地内の商店街振興組合等における空き店舗数は、平成22年の22店から
令和4年では13店舗に減少している。

■ 各商店街における空き店舗の転用用途は小売店が最も多く、空き家以外の転用が進
んでいる。



■ 店舗面積1,000㎡以上の大規模小売店舗は中心市街地内に11店舗あるが、その店舗
面積合計は78,496㎡と市内大規模小売店舗面積の約18％（令和3年7月現在）を
占めており、平成19年（市全域393,886㎡、中心市街地内100,786㎡）の約26％から
比べると、割合が低下している。

■ 中心市街地では、平成22年の秋田ニューシティ、イトーヨーカドー秋田店（同年フォ
ンテAKITAへ転用）の閉店、平成24年のイーホテルショッピングモールの閉店が続
き、店舗面積が減少している。

■ 秋田県観光統計によると、令和2年の秋田市観光入込客数は約311万人であり、
新型コロナウイルス感染拡大による影響で落ち込んだ。令和元年と比較し、約6割
減少した。

■ 令和2年の中心市街地における主な施設別行事別観光入込客数の合計は約39万
人となっており、近年で最小を記録している。

■ 全市の観光入込客数は平成29年以降増加傾向にあったが、令和2年は新型コロナ
ウイルス感染拡大による影響を受けている。

■ 秋田市内の宿泊客数は令和元年までは横ばいから増加傾向にあったが、令和2年は
大きく減少した。令和3年には外国人宿泊者数はさらに減少したが、延べ宿泊者数
は若干回復した。

（３）観光
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■ 基準地価によると、本市の商業地の平均価格は16年連続で全国最安値であるが、
下げ止まりが見られる。

■ 地点別では、商業地では八橋新川向1-33（下表⑨）において地価の上昇が高い。
■ 住宅地については、中心市街地に隣接する手形字西谷地地内（下表⑬）において

地価の上昇が高い。

（４）その他

①①②②

③③

⑥⑥ ④④

⑤⑤

⑦⑦
⑧⑧

⑨⑨

⑩⑩

⑪⑪

⑫⑫

⑬⑬

■ 中心市街地内においては、約12.8haの低未利用地が存在しているが、そのうち、
単独または隣接地と連担して、おおむね1,000㎡以上となる大規模低未利用地は
約6.8haとなっている。
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■ まちづくりや文化活動など様々な分野で活動しているNPO法人や民間団体（ボラ
ンティア団体等）があり、中心市街地を中心に以下のような活動を行っている。

（１）市民アンケート調査結果（令和4年4月実施）

■ 年代別にみると、20代の利用頻度が高く、30代以降は「ほとんど行かない」の割合
が高い。

本編P9,P10
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■「駐車場・駐輪場の料金が高い」44.7％、「駐車場が少なく自動車で行きにくい」
36.9％、「空き店舗や空きビルが多く、街として寂しい」35.9％が多い。

0 % 20 % 40 % 60 %

■「駐車場の整備、公共交通機関の整備」36.1％、「集客力のある施設整備等来街
者を増やす」21.5％、「商店街の店舗数を増やす」20.6％が多い。

0 % 10 % 20 % 30 % 40 % 50 %



■「駐車場・駐輪場」49.4％、「アーケード・大屋根」24.8％、「無料Wi-F i等」
24.5％、「道路・歩道・横断歩道等」16.7％が多い。

0 % 20 % 40 % 60 %

（２）商店主アンケート調査結果（令和4年4月実施）

■「空き店舗や空きビルが多く、街として寂しい」63.4％、「雨や雪などの天候時に行動
が制限される」32.8％が多い。

0 % 20 % 40 % 60 % 80 %



■「店舗数を増やし商業機能を高める」「中心市街地内に事業所を誘致し働く人を
増やす」が25.4％で比較的多い。

■ 平成28年の前回調査と比較して、上記2項目の割合が増加し、「集客力のある
施設の整備」「医療、健康、子育て機能の充実」の割合が減少している。

0 % 10 % 20 % 30 % 40 % 50 %

■「まち全体の美観や景観」36.6％、「アーケード・大屋根」32.1％、「駐車場・駐輪
場」30.6％が多く、「アーケード・大屋根」「駐車場・駐輪場」が上位に来ること
は、市民アンケート調査結果と同様である。

0 % 10 % 20 % 30 % 40 % 50 %



■「満足」39.7％、「まあまあ満足」45.1％、両者で84.8％と高い満足度を示している。

（３）居住者アンケート調査結果（令和4年4月実施）

39.7 % 45.1 % 11.2 %

0 % 20 % 40 % 60 % 80 % 100 %

約85 %

■「冬でも安全に歩ける融雪歩道等」54.0％、「日常的な買物に対応した商業施設」
51.8％、「天候を気にせずに街歩きできるアーケード・大屋根」36.2％が多い。

■ 平成28年の前回調査と比較して、「日常的な買物に対応した商業施設」の割合は
減少している。

0 % 20 % 40 % 60 % 80 %

■「日常の買物の利便性」28.1％が高く、「まわりの道路の狭さ・一方通行」24.1％、
「雨や雪等天候時に行動が制限」21.4％が続く。

■ 平成28年の前回調査と比較して、「日常の買物の利便性」の不満の割合は減少し
ている。

0 % 10 % 20 % 30 %



■ 商店主アンケートと同様の順位で、「空き店舗や空きビルが多く、街として寂しい」
50.9％、「雨や雪などの天候時に行動が制限される」28.6％、「駐車場・駐輪場の
料金が高い」23.7％が多い。

0 % 20 % 40 % 60 % 80 %

■「大規模小売店舗を誘致し商業機能を高める」26.3％、「商店街の店舗数を増や
し商業機能を高める」20.5％、「歩道・歩行者環境整備、回遊しやすいまちづくり
を行う」20.1％が多い。

■ 平成28年の前回調査は「駐車場の整備、公共交通機関の整備」が最も高かった
が、今回調査では回答割合は減少している。今回の市民アンケートでは「駐車場
の整備、公共交通機関の整備」が高かったが、異なる傾向となった。

0 % 20 % 40 % 60 % 80 %



■「アーケード・大屋根」「まち全体の美観や景観」25.9％、「駐車場・駐輪場」
25.0％が多く、市民アンケートの傾向とは異なり、商店主アンケートと同様の傾
向となっている。

0 % 20 % 40 % 60 % 80 %

■「月極平面駐車場」が46.2％と最も多く、次いで「時間貸駐車場」が38.5％と
なっている。

■ 駐車場以外の空き地、資材等の置き場といった回答はない。
■ 駐車場の管理については、「所有者による直接経営」と「所有者以外の企業」が約半

数である。

（４）低未利用地アンケート調査結果（令和4年4月実施）

38.5 % 46.2 % 7.7 % 7.7 %

0 % 20 % 40 % 60 % 80 % 100 %

54.5 % 45.5 %

0 % 20 % 40 % 60 % 80 % 100 %



■「当分現状のままにしておきたい」が84.6％を占めている。「現在と違う形で有効活用
を図りたい」といった意見も少数見られた。

■ 現状維持の理由として、「資産として保有していきたいから」が54.5％、「将来、自分
や親族などが利用するかもしれないから」「好きな時に処分や利用が出来なくなるか
ら」が36.4％と多い。

84.6 % 7.7 % 7.7 %

0 % 20 % 40 % 60 % 80 % 100 %

0 % 20 % 40 % 60 % 80 %

■ 休日は「自動車」37.2％、「徒歩」33.9％が多く、平日は「徒歩」30.4％、「鉄道」
21.6％が多い。

（５）街頭ヒアリング調査（令和4年4月10日～11日実施）
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21.6 %
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0.5 %

1.0 %

37.2 %

18.0 %

6.6 %

7.7 %

33.9 %

30.4 %

0 % 20 % 40 % 60 % 80 % 100 %

■「もっと活性化してほしい」が70％以上を占め、更なる活性化を求める意見が
多い。

■ 年代別にみてもすべての年代で同様の傾向が見られ、中心市街地の活性化を、幅
広い世代が期待していることがわかる。

79.8 %

74.3 %

14.7 %

16.7 %

0 % 20 % 40 % 60 % 80 % 100 %

5.5 %

9.0 %



（１）人流データを活用した中心市街地の現況分析とは

■ 携帯位置情報データを活用し、中心市街地来街者の「来訪」「滞在」「回遊」の定量
化を検討する。

■ 携帯位置情報データから、「あきた芸術劇場ミルハス（以下、ミルハスという。）」の
グランドオープン前後の値を比較することで、ミルハスオープンによる短期的なイン
パクトを評価した。

■ 具体的には、中心市街地の各ゾーンを往来した人たちの移動量や、各ゾーンで買い物
や食事といった滞在行動をした人たちの滞在時間などを整理した。

■ また、平日と休日による特性の違いなども整理した。

ミルハスのグランドオープンイベントの開催で、中心市街地への来訪が増加

イベントのついでに食事やショッピングをすることで、中心市街地での滞在時間が増加

食事や買い物、イベント代の支払いなどを通じて、中心市街地での消費額が増加

公共交通施策と連動し、公共交通を利用した来訪が増加

スマホアプリの利用に際して取得される位置情報をデータベース化し、時刻と緯度経度か
ら個々の移動履歴を集計

■ 令和4年7月の調査結果では、地点間の通行量に開きがあり、中心市街地全体の
回遊が低いという評価となっている。

■ この結果を踏まえ、人流データを用いてより具体的に回遊状況の評価を行う。

（２）人流データを活用した中心市街地の現況分析結果



10-11時 11-12時 12-13時 13-14時 14-15時 15-16時 16-17時 17-18時 18-19時 合計

東→西 306 384 398 455 377 360 414 315 244 3,253

西→東 287 400 418 450 404 393 421 393 280 3,446

計 593 784 816 905 781 753 835 708 524 6,699
東→西 319 297 378 284 269 260 278 292 235 2,612

西→東 260 350 380 343 339 344 425 680 483 3,604

計 579 647 758 627 608 604 703 972 718 6,216
東→西 625 681 776 739 646 620 692 607 479 5,865

西→東 547 750 798 793 743 737 846 1,073 763 7,050

合計 1,172 1,431 1,574 1,532 1,389 1,357 1,538 1,680 1,242 12,915
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東→西 107 169 141 146 175 148 188 107 62 1,243

西→東 151 186 157 210 221 128 140 75 77 1,345

計 258 355 298 356 396 276 328 182 139 2,588
東→西 75 97 110 84 93 75 85 115 51 785

西→東 97 100 108 91 95 60 109 105 63 828

計 172 197 218 175 188 135 194 220 114 1,613
東→西 182 266 251 230 268 223 273 222 113 2,028
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東→西 35 76 49 55 49 53 68 91 50 526

西→東 76 78 67 67 49 74 51 60 62 584

計 111 154 116 122 98 127 119 151 112 1,110
東→西 29 54 56 37 44 59 65 119 105 568

西→東 53 47 66 56 77 75 87 135 84 680

計 82 101 122 93 121 134 152 254 189 1,248
東→西 64 130 105 92 93 112 133 210 155 1,094

西→東 129 125 133 123 126 149 138 195 146 1,264

合計 193 255 238 215 219 261 271 405 301 2,358
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■ ３Dで立ち上げた中心市街地内の各建物に、建物の用途や階数などの建物が有する
属性データをインプットしています。下の画像は、建物の利用用途データに基づく色
分けを行ったものです。

※都市計画基礎調査（H29.3）における建物現況調査データをベースに、近年新設更新された建物情報を反映し、
各建物の高さや建物用途データを付与した。



（１）中心市街地における大規模建築物等の既存ストックの状況

■ 中心市街地における大規模建築物等の既存ストックの現況は以下のとおりである。

■ 店舗面積10,000㎡以上の大規模集客施設の立地状況については下図のとおり
である。

（２）大規模集客施設の立地状況及び設置計画
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